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当
財
団
は
、
平
成
二
三
年
三
月
二
三

日
、
大
阪
府
知
事
か
ら
公
益
財
団
法
人

に
認
定
さ
れ
、
同
年
四
月
一
日
、
大
阪

法
務
局
に
お
い
て
、
財
団
法
人
東
教
育

財
団
の
解
散
登
記
を
行
い
、
併
せ
て
、

公
益
財
団
法
人
東
教
育
財
団
の
設
立
登

記
を
行
っ
た
。 

し
た
が
っ
て
、
令
和
三
年
三
月
に
公

益
法
人
化
十
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
令

和
二
年
十
月
開
催
の
理
事
会
に
お
い

て
、「
十
周
年
を
祝
う
会
」
を
令
和
三
年

三
月
十
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
の

や
む
な
き
に
い
た
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
、

公
益
法
人
化
後
の
十
年
を
振
り
返
る
こ

と
と
す
る
。 

 

 

公
益
認
定
を
受
け
て
公
益
財
団
法
人

と
し
て
再
出
発
し
た
平
成
二
三
年
度
か

ら
平
成
二
八
年
度
ま
で
の
六
年
間
は
、

は 

       
 

 

   

   

基
本
財
産
二
一
億
七
千
四
百
万
円
を
国

債
・
地
方
債
で
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

毎
年
度
約
三
千
八
百
万
円
の
運
用
収
益

（
平
均
運
用
利
回
り
一
・
七
六
％
）
を
確
保

で
き
た
の
で
、
平
成
二
八
年
度
ま
で
の
六

年
間
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
は
、
毎

年
度
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
（
事
業
費
二
千
七

百
万
円
・
管
理
費
一
千
百
万
円
）
の
内
容

で
あ
っ
た
。 

  

① 

財
政
基
盤
の
弱
体
化 

 

国
が
長
引
く
経
済
不
況
を
克
服
す
る

た
め
、
大
幅
な
金
融
緩
和
を
進
め
、
超
低

金
利
政
策
（
平
成
二
八
年
二
月
か
ら
は

「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」
政
策
）
を
取
り
入
れ
て

お
り
、
そ
の
た
め
、
多
く
の
財
団
が
運
用

収
益
減
を
招
き
、
財
政
基
盤
を
弱
体
化
さ

せ
て
い
る
。
当
財
団
も
平
成
二
九
年
度
以

降
に
満
期
償
還
を
迎
え
る
国
債
・
地
方
債

を
保
有
し
て
お
り
、
平
成
二
九
年
度
以
降

の
運
用
収
益
の
減
収
が
避
け
ら
れ
な
い

状
況
に
な
っ
た
。 

 

 

    

② 

資
金
運
用
及
び
助
成
事
業 

検
討
委
員
会
の
設
置 

平
成
二
八
年
七
月
「
資
金
運
用
及
び
助

成
事
業
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
超
低

金
利
状
況
下
で
の
資
金
運
用
の
あ
り
方
、

並
び
に
、
運
用
収
益
減
に
伴
う
助
成
事
業

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
。 

               

平
成
二
九
年
度―

平
成
二
九
年
六
月
満
期 

償
還
の
地
方
債
（
額
面
五
億
円 

利
率
一
・

九
〇
％
）
の
償
還
後
の
運
用
を
、
当
面
、

銀
行
に
定
期
預
金
し
、
債
券
市
場
を
見
守

る
こ
と
と
し
た
た
め
、
平
成
二
九
年
度
の

運
用
収
益
は
前
年
度
比
で
約
六
四
〇
万

円
減
じ
た
の
で
、
平
成
二
九
年
度
の
助
成 

  

 

    

事
業
は
、
対
象
事
業
及
び
対
象
団
体
を

前
年
度
と
同
様
と
し
、
助
成
額
を
前
年

度
助
成
額
か
ら
概
ね
三
割
を
減
じ
た

額
と
し
た
。 

平
成
三
〇
年
度―

平
成
三
〇
年
度
中
に

満
期
償
還
と
な
る
国
債
・
地
方
債
は
な

い
が
、
平
成
二
九
年
度
の
収
入
と
な
っ

た
平
成
二
九
年
六
月
満
期
償
還
の
地
方

債
の
経
過
利
息
（
九
五
〇―

六
四
〇
＝
）

三
一
〇
万
円
が
前
年
度
比
で
減
と
な
る

の
で
、
平
成
三
〇
年
度
の
助
成
事
業
は
、

対
象
事
業
及
び
対
象
団
体
は
前
年
度
と

同
様
と
し
、
助
成
額
を
平
成
二
九
年
度

助
成
額
か
ら
学
校
教
育
で
約
三
割
、
社

会
教
育
で
約
二
・
五
割
、
合
計
金
額
に

し
て
三
一
〇
万
円
を
減
額
し
た
。 

平
成
三
一
（
令
和
元
）
年
度―

令
和
元
年

一
一
月
満
期
償
還
の
地
方
債
（
額
面
二

億
円 

利
率
一
・
五
八
％
）
が
あ
る
が
、

当
該
債
券
の
収
益
金
を
償
還
日
ま
で
に

二
一
〇
万
円
確
保
で
き
る
こ
と
等
に
よ

り
、
平
成
三
一
（
令
和
元
）
年
度
収
益
金

は
全
体
で
前
年
度
収
益
額
を
下
回
る
こ

と
は
な
い
の
で
、
平
成
三
一
（
令
和
元
）

年
度
の
助
成
基
準
・
助
成
額
は
平
成
三

〇
年
度
と
同
様
と
し
た
。 

令
和
二
年
度
以
降―

令
和
二
年
度
中
に

満
期
償
還
と
な
る
国
債
・
地
方
債
は
な

い
が
、
令
和
元
年
一
一
月
満
期
償
還
の 
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 （２） 

地
方
債
の
償
還
後
の
運
用
を
、
当
面
、
銀 

行
に
定
期
預
金
し
、
債
券
市
場
を
見
守
る 

こ
と
と
す
れ
ば
、
令
和
二
年
度
の
運
用
収 

益
は
前
年
度
比
で
三
一
六
万
円
（
＝
二
億 

円×

一
・
五
八
％
）
の
減
と
な
る
。
さ
ら 

に
、
令
和
四
年
一
二
月
・
国
債
（
額
面
三 

億
円 

利
率
一
・
四
〇
％
）
、
令
和
七
年 

六
月
・
国
債
（
額
面
十
億
円 

利
率
一
・ 

九
〇
％
）
が
満
期
償
還
と
な
る
。 

 

現
下
の
超
低
金
利
状
況
か
ら
の
脱
却

が
見
通
せ
な
い
中
、
基
本
財
産
の
運
用
収

益
の
大
幅
減
収
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
ま
で

通
り
運
用
収
益
の
減
に
応
じ
助
成
額
を

減
じ
る
こ
と
を
続
け
れ
ば
、
財
団
の
目

的
・
事
業
の
達
成
が
不
十
分
と
な
り
、
公

益
財
団
法
人
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
の

意
義
を
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
令

和
二
年
度
以
降
の
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
当
該
年
度
の
運
用
収
益
が
減
じ
て

も
、
対
象
事
業
・
対
象
団
体
は
従
前
と
同

様
と
し
、
助
成
基
準
・
助
成
額
は
令
和
元

年
度
と
同
様
と
す
る
。 

   

令
和
二
年
度
以
降
の
助
成
事
業
の
助

成
基
準
・
助
成
額
を
令
和
元
年
度
と
同
様

と
す
る
た
め
必
要
と
な
る
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と

に
し
た
。 

① 

限
度
額
（
最
大
一
億
七
千
万
円
）
を 

定
め
、
基
本
財
産
の
一
部
取
崩
し
を
検 

 

 

  

討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
財
源
不
足
に 

陥
る
年
度
毎
に
最
低
必
要
額
を
理
事
会 

及
び
評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
取
崩 

す
。 

② 

基
本
財
産
の
運
用
は
、
安
全
・
確
実

な
方
法
、
即
ち
元
本
回
収
の
確
実
性
に

留
意
す
る
ほ
か
、
相
応
の
運
用
益
が
得

ら
れ
る
方
法
で
行
う
必
要
が
あ
り
、
運

用
の
対
象
、
運
用
債
券
の
信
用
格
付
け

等
に
つ
い
て
、
予
め
理
事
会
及
び
評
議

員
会
の
承
認
を
得
て
弾
力
化
を
図
る
。 

③ 

一
般
事
務
管
理
費
に
つ
い
て
は
節

減
に
つ
と
め
て
い
る
が
、
こ
の
際
、
更

に
次
の
経
費
の
削
減
を
検
討
す
る
。 

        ,
会
議
費
（
食
糧
費
）、 

役
員
賠
償
責
任
保
険
料
等 

「
運
用
の
弾
力
化
」（
②
）
及
び
「
管
理

費
の
節
減
」（
③
）
を
実
行
し
た
こ
と
、

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業
中
止
等

に
よ
り
助
成
金
の
返
還
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
少
な
く
と
も
令
和
六
年
度
ま

で
は
「
基
本
財
産
の
一
部
取
崩
し
」（
①
）

を
実
行
す
る
こ
と
な
く
、
令
和
元
年
度

並
み
の
助
成
事
業
を
継
続
で
き
る
見
通

し
で
あ
る
。 

  

当
財
団
は
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
） 

 

  

年
三
月
二
七
日
、
民
法
第
三
四
条
の
規

定
に
基
づ
く
財
団
法
人
と
し
て
設
立
さ

れ
た
の
で
、
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
三

月
に
百
周
年
を
迎
え
る
。 

し
か
し
、
先
の
「
公
益
法
人
化
十
年
を

振
り
返
る
」
で
み
た
よ
う
に
、
公
益
財
団

法
人
は
誠
に
厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ

て
お
り
、
百
周
年
を
迎
え
る
当
財
団
の

事
業
と
そ
の
財
源
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

   

令
和
二
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の
具

体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

当
初
計
画
ど
お
り
実
施
で
き
た
事
業

も
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
実
施

時
期
や
実
施
方
法
を
変
更
し
た
も
の
、

事
業
実
施
を
取
り
止
め
所
要
物
品
の
調

達
に
変
更
し
た
も
の
等
が
あ
る
。 

 

○ 

学
校
教
育
事
業
助
成 

「
多
様
な
体
験
を
通
し
て 

 

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
行
事
活
動
」 

 

銅
座
幼
稚
園
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
音

楽
団
に
よ
る
夏
祭
り
コ
ン
サ
ー
ト
と
東 

 

 

  

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
会
は
中
止
し

た
が
、
茶
道
指
導
や
パ
ス
テ
ル
画
指
導
、

ま
た
、
英
語
指
導
等
の
活
動
は
今
年
な
り

の
方
法
で
実
施
し
、
園
児
の
豊
か
な
感
性

や
表
現
方
法
を
育
む
と
と
も
に
、
活
動
の

様
子
を
保
護
者
に
伝
え
る
こ
と
で
、
園
教

育
へ
の
理
解
を
深
め
た
。 

 
 
 
 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

 

          

 「
多
文
化
共
生
を
め
ざ
す 

 
 
 
 
 
 

学
校
つ
く
り
授
業
」 

  

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
児
童
が
多
く

在
籍
す
る
南
小
学
校
（
全
校
の
約
四

〇
％
・
約
一
〇
か
国
）
で
は
、
地
域
学
習 

  

 

            

（パステル画指導風景） 

令
和
七
年
三
月 

創
立
百
周
年
を
迎
え
る 

助
成
事
業
の
紹
介 



  
 

（３）  
               

と
国
際
理
解
教
育
の
二
つ
を
大
き
な
柱
と

し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
教
育
）
の
実
践
を
進
め
て
い
る
。 

 

令
和
二
年
度
は
、
次
の
取
組
み
を
行
っ 

た
。
①
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の

実
践
」
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
積
極
的
に
使
い
、

い
ろ
い
ろ
な
文
化
の
人
々
と
交
流
し
、
多

文
化
交
流
・
理
解
を
深
め
る
。
②
「
平
和
教

育
の
推
進
」
～
修
学
旅
行
で
広
島
に
行
き
、

語
り
部
に
よ
る
戦
争
や
被
爆
者
の
体
験
を

聞
く
等
の
平
和
学
習
を
行
う
。
③
「
図
書
室

の
整
備
」
～
児
童
が
興
味
を
も
つ
図
書
を

把
握
し
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
整
備
に
役
立

て
る
。 

 
 
 
 

（
助
成
額
三
〇
万
円
） 

                                                               

  

  

○ 

社
会
教
育
事
業
助
成 

「
区
内
青
年
層
の
情
報
交
換
と 

 
 

 

交
流
を
推
進
す
る
事
業
」 

 

中
央
区
青
年
団
体
協
議
会
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
盆
踊
り
大
会
を
中
止
し
、
代

替
事
業
と
し
て
一
一
月
二
九
日
（
日
）

に
瓦
屋
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
移
動
型
動
物

園
を
開
催
し
た
。
動
物
と
の
触
れ
合
い

を
通
じ
て
区
民
相
互
の
親
睦
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
推
進
と
区
民
の
憩
い
の
場
を

演
出
し
、
区
民
の
連
帯
感
と
わ
が
町
意

識
の
高
揚
に
寄
与
し
た
。 

（
助
成
額
四
〇
万
円
） 

                                

  

○ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
Ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ
こ
ど
も
教
室
」 

               

南
の
繁
華
街
は
、
外
国
人
住
民
の
増
加

率
が
大
阪
市
内
で
も
高
い
地
域
で
あ
り
、

地
域
に
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
家
庭
が

多
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
地
域
社
会
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
放
課
後
支

援
教
室
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
、
子
ど
も
の

学
習
支
援
と
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
学
校
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら
成
る

実
行
委
員
会
が
運
営
し
、
多
様
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
、
課
外
学
習
の
実
施

や
家
庭
と
の
連
携
な
ど
の
包
括
的
な
事 

    
 

        

  

                           

  

  

業
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。 

  

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

 

「
船
場
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
二
〇
二
〇
」 

船
場
地
域
の
歴
史
・
文
化
や
暮
ら
し
に

関
す
る
情
報
と
ま
ち
歩
き
に
活
用
で
き

る
地
図
を
内
容
と
す
る
小
冊
子
を
発
行

し
、
船
場
ま
つ
り
や
船
場
博
覧
会
等
、
秋

の
イ
ベ
ン
ト
月
間
を
中
心
に
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
等
で
配
布
し
て
き
た
が
、
今
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
自
粛
等
が
あ
り
、

発
行
を
令
和
三
年
二
月
と
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

  

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

    

令
和
二
年
度
に
助
成
し
た
事
業
で
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
一
部
実
施
出
来
な
く
な

り
、
助
成
金
が
返
還
さ
れ
た
も
の
を
紹
介

す
る
。 

「
中
央
区
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
普

及
推
進
事
業
」（
返
還
額
一
四
万
三
千
円
） 

「
区
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
交
流
を
図
り
、
活
動
の

情
報
交
換
を
促
進
す
る
事
業
」 

 
 

 

（
返
還
額
一
八
万
八
千
円
） 

「
中
央
区
民
文
化
の
つ
ど
い
事
業
」 

（
返
還
額
一
四
万
円
） 

            

        

         

助
成
事
業
の
中
止 

（リモートによる戦争体験講話風景） 



                             

  
     

大
阪
は
、い
つ
の
時
代
も
進
取
の
気
性
に

富
み
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
（
金
融
派
生
商
品
）

や
モ
ー
ゲ
ー
ジ
（
抵
当
）
の
証
券
化
が
流
行

す
る
は
る
か
昔
、
享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）

年
に
大
坂
堂
島
米
市
場
で
世
界
初
の
米
相

場
の
先
物
取
引
が
開
始
さ
れ
た
。 

そ
こ
で
、関
西
で
生
ま
れ
た
新
商
品
や
ビ

ジ
ネ
ス
、
関
西
か
ら
全
国
に
広
が
っ
た
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
拾
っ
て
み
た
。 

一 

乗
り
物
・
鉄
道
関
係 

 

難
波
～
大
和
川
間
に
日
本
最
初
の
私

鉄
・
阪
堺
鉄
道
（
南
海
）
が
開
業
し
た
の
は

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
で
、
生
駒
山
に

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
敷
か
れ
た
の
は
大
正
七

（
一
九
一
八
）
年
、
吉
野
山
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
が
架
か
っ
た
の
は
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
、
オ
ー
ト
三
輪
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た

軽
三
輪
ト
ラ
ッ
ク
は
そ
の
翌
年
の
昭
和
五

年
に
売
り
出
さ
れ
た
。 

日
本
に
お
け
る「
観
覧
車
」の
第
一
号
は
、

明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
「
東
京
勧
業 

博
覧
会
」
で
運
転
さ
れ
た
も
の
と
信
じ
ら 

 

れ
て
き
た
が
、平
成
十
三
年
刊
行
の「
観

覧
車
物
語
」（
福
井
優
子
著
）に
よ
る
と
、

日
露
戦
争
終
戦
の
翌
年
・
明
治
三
十
九

年
四
月
に
大
阪
・
天
王
寺
公
園
で
開
幕

し
た
「
戦
捷
紀
念
博
覧
会
」
で
運
転
さ

れ
た
「
グ
レ
ー
ト
ホ
イ
ー
ル
」（
当
時
の

新
聞
に
は
「
展
望
旋
回
車
」
と
紹
介
さ

れ
て
い
る
）
が
第
一
号
で
あ
る
。 

        

   

 
 

  
 日

本
初
の
本
格
的
な
二
階
建
電
車
を
走

ら
せ
た
の
は
近
鉄
で
、昭
和
三
十
三（
一

九
五
八
）
年
で
あ
っ
た
。
鉄
道
関
係
の

サ
ー
ビ
ス
の
多
く
も
大
阪
の
私
鉄
で
最

初
に
取
組
ま
れ
た
も
の
が
多
く
、
通
勤

定
期
・
複
々
線
化
・
全
車
両
冷
房
化
・  

駅
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
・
自
動
改

札
・
自
動
券
売
機
な
ど
が
あ
る
。 

二 

新
商
売
・
新
サ
ー
ビ
ス 

 

日
本
で
最
初
の
ゴ
ル
フ
場
・
神
戸
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
が
開
業
し
た
の
は
明
治
三
十
六

（
一
九
〇
三
）
年
で
、
大
阪
・
四
ツ
橋
の
電

気
科
学
館
に
日
本
初
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

が
据
え
ら
れ
た
の
は
昭
和
十
二
（
一
九
三

七
）
年
、
旧
ダ
イ
エ
ー
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
一
号
店
を
大
阪
・
千
林
の
地
で
開

業
し
た
の
は
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年

で
あ
る
。 

 

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
は
、
明
治
四
十
三
（
一
九

一
〇
）
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
発
表
さ

れ
た
が
、
日
本
で
本
格
的
な
国
産
化
に
取

り
組
み
、
日
本
中
に
広
め
た
の
は
、
昭
和
四

（
一
九
二
九
）
年
創
業
の
「
大
阪
ク
ロ
ー
ド
」

（
大
阪
市
福
島
区
）
で
あ
り
、
昭
和
七
年
に

は
「
通
天
閣
」
で
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
が
始
ま
っ

た
。 

 

こ
の
他
、
屋
上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
（
大
阪
第

一
生
命
ビ
ル
・
一
九
五
三
年
）、
回
転
寿
司

（
元
禄
寿
司
・
一
九
五
八
年
）、
プ
レ
ハ
ブ
住

宅
（
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
・
一
九
五
九
年
）、

カ
ラ
オ
ケ
（
一
九
七
二
年
）、
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
（
一
九
八
三
年
）、
人
材
派
遣
、
自
動
車

ロ
ー
ン
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
引

っ
越
し
業
者
の
衣
類
・
食
器
の
梱
包
・
消
毒

る
。 

 
 

 

       

 

 

  

 

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
関
西
発
で
あ
る
。 

喫
茶
店
の
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
、

難
波
の
喫
茶
店
が
コ
ー
ヒ
ー
に
ピ
ー
ス
二

本
を
つ
け
た
の
が
始
ま
り
（
一
九
五
六
年
）

で
、
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、「
立
ち
読
み
禁

止
」
ど
こ
ろ
か
、「
座
り
読
み
コ
ー
ナ
ー
」

を
最
初
に
設
け
た
の
は
西
梅
田
の
ジ
ュ
ン

ク
堂
書
店
で
あ
る
。 

        

 

三 

新 

商 

品 

 

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
な
ど
関
西
発

の
新
商
品
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
思

い
つ
く
ま
ま
に
挙
げ
た
だ
け
で
も
、
仁
丹
・

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
・
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
・

瓶
詰
生
ビ
ー
ル
・
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
・
接
着
剤

の
ボ
ン
ド
・
人
工
芝
・
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
と 

限
り
が
な
く
、
紙
幅
が
つ
き
た
の
で
、
こ
こ

で
や
め
る
こ
と
と
す
る
。 

（
槇 

野   

勝
・
記
） 

     

              

  

                             

 

（４） 

落
ち
穂
拾
い

（戦捷紀念博覧会風景）※写真右上がグレートホイール 

（ジュンク堂書店の座り読みコーナー） 

お

お

さ

か

ー 
先 

物 

取 

引 

ー 


